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博士論文：Razvoj japanske avangardne poezije 1920-ih godina u poređenju sa srpskom. 
– Beograd: Filološki fakultet u Beogradu, 2003（『1920 年代の日本アヴァン
ギャルド詩の発展—セルビア文学との比較考察』ベオグラード大学文学部、
2003 年 5 月）


























































аркова 1975: 45–194 ）、後










































































































































































時代に使われはじめ、十九世紀の半ばまでは社会的な進歩、社会主義的な思想や芸術家たちの協働を示す言葉であったといわれる。ボードレールも政治的な意味でこの言葉を用いている。芸術運動の意味 用い のは ポリネールで、一九一二年のイタリア未来派の展覧会を評した文章に登場する
（
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ていた。とりわけ第一次世界大戦は芸術家たち 衝撃を与え 新しい詩学を生み出すきっかけとなった。人類に善きものをも ら はずであった近代文明が、大量死を引き起こし
10
たのである。大戦の灰のなかから、若い芸術家たちは、チューリッヒのダダたちに代表されるように過激な意味破壊運動を開始して る。ヨーロッパ文明の伝統に疑問を感じた彼らは、芸術表現のモデルを非ヨーロッパ文化圏に求めていく。そのなかで、アフリカやアジアの伝統 に光が当てられていったのだ。アフリカの彫像やジャズ音楽、中国や日本など東洋 文学、仏教思想などが、脚光を浴びることになった。
ヨーロッパの辺境、バルカン半島のスラブ諸国にアヴァンギャルド運動が広まるのは




































































ологија кинеске лирике ）、二八年にベオグラードとサラエボで翻
訳詩集﹃日本の古歌﹄を刊行した
一九三五年からローマ大使館勤務となり、イタリアに滞在、そこで第二次大戦を迎えた。












ビーチで完成。 ﹁無﹂ 主題とし、東洋思想も織り込まれていた。この作品が最後の詩作品となり、ツルニャンスキーは以後、長編小説の執筆に専念し く
一九五六年、祖国で代表作、小説﹃流浪﹄が刊行されたのを機に、ユーゴスラビア

















адовић 2003: 41 ）。
遺品となった靴の空き箱には、代表作の小説﹃ロンドン物語﹄の構想が書かれた様々な



























































































































































































































































„Реч као почело“ ）
をドイツ語から翻訳し掲載している。 ﹁最も単





を高く評価し、 ﹁句は文章として独立するべき﹂だと述べ、各々の文章は、 ﹁自分自身の知らせ﹂を持つべきで、 をすべて合わせ﹁あ 都市の苛立った生活を表現するのだ﹂と述べた
（
Гол 1921: 2–4 ）。前衛運動ゼニットの研究家ゾラン・マルクシュは、このテキストこ
そ、 ﹁ユーゴスラビアおよびセルビア・アヴァンギャ ド運動のゼニティズム 詩学の礎である﹂
（
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. 311, 1–2; књ


























































ツルニャンスキーは、 ﹁老子の物質（形あるもの）の表現方法﹂ 、 ﹁杜甫のエーテルのよ
うな雰囲気﹂に、詩学のモデルを求めていた。そして﹁翻訳するべきものは、解りやすく鮮明なものであった。春、孤独、遥かな山の頂と静かな空である﹂と記している。文章は﹁それは哀しみと孤独にふちどられながらも安らぎに満ちた絵なのである﹂と結ばれている。
パリでの滞在直後に書かれたこのテキストも、代表作﹁スマトラ﹂ 詩想との深い結び


























































































































































































































































































































































































































































































































































































ански 1993: 85 ）
二連で﹁僕﹂は﹁桜﹂と出会う。三連は﹁精神を失い、身体がうちひしがれた﹂僕を描










































ански 1993: 95 ）
こうして四つの詩作品を読むと、 ﹃日本の古歌﹄の桜の花のモティーフが、ツルニャン




















































のようだ。涙は無言の微笑とほとんど同じ意味を持つ﹂と述べ、 ﹁短詩は詩の浄化の傾向を示しており、いうならば身体的な思想から私たち 解き放つのだ﹂と記した。 ﹁日本俳諧は、詩句の影までに達する。ここには混沌はない、外的な人生の混沌も、内的な人生の混沌もない﹂とセクリッチは記して、そこに﹁朗らかさ﹂をみて り、それこそ詩であり抒情であると結んだ。
セクリッチは、優れた作家であったと同時に、英、仏、独語が完璧であり、ヨーロッパ
の文学を広い視野から翻訳紹介した人である。ただしヨーロッパ中心主義には批判的であり、岡倉天心にも関心を寄せ、東洋の精神性に敬意を払い、深い関心を抱いていた。 ﹁能についてのエッセイを著わしたほか、タゴールの詩 翻訳も ち早く発表して る。
セクリッチの﹃日本の古歌﹄の理解は、引用からもわかるように 教を背景とした詩
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инистарство науке Републике С
рбије бр 178003 ）
で援助を受けたセルビア語による
筆者自身の研究論文を、一部、参考としている。
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発表を終えて
一九七九年、秋のサラエボ。留学生活をはじめた私に、詩人ツルニャンスキ
ーが編んだ翻訳詩集『日本の古歌』があると教えてくださったのは、ラドヴァ
ン・ヴチコヴィッチ教授だった。生涯の恩師である。一九九〇年、ベオグラー
ドで国立図書館が刊行した復刻版に短い文章を寄せたのを機に、ささやかな研
究が始まった。翌年に内戦勃発。厳しい時代をツルニャンスキーとともに歩ん
だことは、大きな喜びだった。
まず驚いたのは、『日本の古歌』がセルビア・アヴァンギャルド運動の中で
生まれたことだった。桜は無常の表象だと詩人が理解したこと、自らの作品に
無常の象徴として桜を織り込んだことに、魂を揺さぶられた。
ツルニャンスキーは、移動の詩人である。第一次大戦、強制動員されて送ら
れたガリツィア戦線、終戦後に外交官として滞在したベルリン、リスボン、ロ
ーマ。第二次大戦後、亡命先のロンドン。桜は、望郷や故郷喪失感に重なり、
パリ、トスカナ、コルフ島など異郷で書いた詩に詠みこまれた。
バルカンの春も花が麗しい。なだらかな丘の果樹園は、うっとりするほど静
かに香り、はてしなく花の雲がひろがる。ツルニャンスキーの遥かな故郷の記
憶、トスカナをはじめ異郷の旅の実景、一度も訪れることのなかった日本の幻
夢のなかに、桜は花を咲かせ、散っていった。
日文研での研究滞在の機会をいただき、この上ない環境で『日本の古歌』を
読み直すことができた。小松和彦所長をはじめ、フォーラムでの発表を企画し
てくださった佐野真由子先生、カウンターパートの細川周平先生、貴重なコメ
ントを下さった沼野充義先生、そして研究協力課、事務の皆様に心から感謝申
し上げる。研究会では、末木文美士先生、鈴木貞美先生、稲賀繁美先生、坪井
秀人先生、郭南燕先生をはじめ、諸先生方にご助言をいただいた。国内外の研
究家たちと語り合い、新しい視点を与えられたことは、限りない幸せである。
初夏から晩秋を過ごした桂坂は、大切な土地となった。いつか、桜の季節に
訪れたい。
2017 年初夏　ベオグラードにて
山崎佳代子
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日文研フォーラム報告書の全文は、日文研のウェブサイトで
ご覧いただけます。
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